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概要 

 近年盛んとなっている学習分析に全学をあげて取り組むべく、東北大学では、教育・学習データ利

活用宣言を行うとともに，学生が LMS上で行った学習活動を記録できる LRS環境の構築を行った。 

 東北大学では、全学的な LMS として、Google Classroom と、Moodle ベースで独自開発を行った

ISTU/DC が併用されているが、LAS は、標準規格である IMS Caliper形式のみに対応しており、Google 

Classroom のログは取得できておらず、学習活動の記録としては、完全ではなかった。そのため、

Google Classroomへの対応を新たに進めており、本稿では、その現状を報告する。 

 

1  はじめに 

東 北 大 学 で は 、 全 学 的 な LMS(Learning 

Management System) として、 ISTU/DC[1]とGoogle 

Classroom を併用している。また、「教育・学習デ

ータ利活用宣言」[2]がなされ、教育・学習データ

を取得・保持・分析して教育改善，学習支援に活

かすことが謳われており、LMS の学習履歴を記録

する LRS（Learning Record Store）、そのデータを

可視化して、教員が学生の学習状況を俯瞰して把

握できる LARS（Learning Activity Report System）
[3]を開発して試行運用を開始している。 

LRS は、IMS Caliper 形式（学習ログデータの国

際標準規格）の学習ログを蓄積することを念頭に

置いて開発された。そのため、Moodle をベースと

して独自開発した、ISTU/DC の学習ログのみに対

応しており、Google Classroom の学習ログには対

応していなかった。学習データ利活用のさらなる

充実のため、新たに Google Classroom が含まれる、

Google Workspace のログも LRS に取り込むべく、

調査を開始した。 

2  Google Classroomのログ取得について 

GoogleWorkspace のログは、権限を持ったアカウ

ントのみアクセスできる、管理メニューから閲覧、

取得が可能である。Google Classroom の学習ログ

は、図 1 のように管理メニューで表じされ、ここ

から、日付や、学習活動の種類などにフィルタを

かけて、表示、エクスポートを行うことができる。 

3  ログ活用時の問題点について 

LAS など、Google サービス以外で管理メニュー

から学習ログを利用したい場合、いくつかの問題

が確認されている。 

1 出力は、CSV 形式もしくは、スプレッドシー

トへのエクスポートのみである。 

2 出力件数に制限がある。CSV形式は 10万件、

スプレッドシートへのエクスポートは、1000 万件

となる。スプレッドシートにエクスポートを試み

たところ、システム上の何らかの制限から、15 万

件程度のシートが 16 分割され、250 万件程度まで

しか出力できないことが判明した。 

3  GoogleWorkspace の利用ログの保持期間は、

180 日であるため、定期的に取得が必要となる。 

4 ブラウザ経由でのアクセスとなり、外部シ

ステムへの出力、もしくは外部システムからのア

クセスは容易ではない。 

 こうした問題の解決のため、Google 社のソリュ

ーションを調査したところ、BigQuery であれば、

外部システムとの連携が整っており、学習ログを

自動で出力できることが判明した。



 

図 1  管理メニューにおける Google Classroom の利用ログの表示

4 BigQuery への外部アクセスの確立と

学習ログ取得の際の注意点 

GoogleWorkspace のログを BigQuery に出力する

こと、また、外部システムからデータを取得する

こと、双方が、従量制による課金対象となる。ま

た、Google 社への支払いは、原則クレジットカー

ドであり、国立大学法人で主に行われている、請

求書による後払いに対応していない。その場合、

国内代理店を通じて対応することが主流である。 

何社かに提携を打診し、支払い代行を受けて頂

けるベンダーと組むことができた。 

ベンダーの課金を有効にしたアカウントを、オ

ーナーとして、予め作成した、BigQuery 利用のた

めのプロジェクトに登録すると、GoogleWorkspace

のログを BigQuery に出力する設定が可能となる。 

Google 外のシステムから BigQuery のデータへ

アクセスする手段は複数用意されており、本学で

は、LRS へのデータ格納のため、gcloud CLI を学

内サーバーにインストールし、アクセスする形を

取った。また、その際にアクセスするアカウント

は、GoogleCloud の管理メニュー内 IAM と管理か

ら、サービスアカウントに進み、作成する。また、

作成後、BigQuery のジョブユーザー、データ閲覧

者の権限を付与することも必要である。 

BigQuery に GoogleWorkspace のログを出力する

際、Google Classroom の学習ログに限ることは、

できず、Google の全サービスのログを出力するこ

とのみ可能である。また、出力されるフォーマッ

トは図 2 のようになり、イベントが英語記述にな

るなど、管理メニューでエクスポートされるデー

タとは、全く異なる点と、デフォルトでは、ログ

の保持期限が有限である点に注意が必要である。 

参考として、本学の Google Classroom のログは、

繁忙期で 1 週間に約 40MB となり、年間で、10～

20GB 程度となる。また、Google Workspace のログ

は、1週間で約 700MBとなり、年間で、200～300GB

程度となる。 

5 今後の課題 

ここまでで、Classroom のログを LRS のサーバ

ーから取得する仕組みを確立することができた。



しかし、ログを見ると、学習活動全ては網羅され

ていない、限られた項目となっていることが判明

した。表 1 に、学生がアクセスした際に記録され

るログの項目を示す。 

表 1 学生の行動に関するログの項目 

提出ステータスの変更 

独自性レポートの作成 

提出物への限定公開のコメント 

コースへのユーザーの参加 

お知らせの公開 

提出物への一般公開のコメント 

お知らせへのコメント 

コースの課題へのコメント 

コースからのユーザーの削除 

お知らせの更新 

コースの課題の公開 

コースの課題の更新 

コースへのユーザーの招待 

提出物の採点 

仮成績の設定 

仮成績の設定解除 

成績のカテゴリの編集 

この項目に存在しない活動の例として、課題ファ

イルへのアクセスが挙げられる。 

GoogleWorkspace のログ全体を追うと、Google

ドライブのログに存在することが確認された。そ

のログを学習ログとして扱う場合、どのユーザー

がファイルを閲覧したかは記録されているが、

Classroom 上のどの授業科目で提供されている教

材として閲覧したかを示す情報は記録されていな

いように見受けられた。そのため、Classroom 上

の授業科目に登録されたファイルが Google ドラ

イブのどのファイルに対応しているのかという情

報を事前に確認しておき、アクセスログと紐づけ

る必要があることが予想される。今後、このよう

な仕組みを実現し、学習ログとして必要なアクセ

スログを正しく確認できるかどうかも含めた調査

が必要である。 

6  まとめ 

 本稿では、Google Classroomの学習ログをGoogle

サービス以外のシステムから接続して取得、蓄積

する仕組みの構築について報告した。今後は、取

得した学習ログの活用並びに、Google Classroom

以外の Google Workspace のサービスに記録されて

いる、学生の学習ログの活用方法の調査を行う予

定である。 
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図 2 BigQuery で保持される学習ログのレイアウト 
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